
森
林
と
林
業
の
仕
事
を
伝
え
る

第
１
部

7　かくし
25-01-379_r6事例集.indb   725-01-379_r6事例集.indb   7 2025/03/07/金   19:59:552025/03/07/金   19:59:55
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安
定
し
た
継
続
力 

地
域
で
育
て
る
林
業
後
継
者

茨
城
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会［
茨
城
県
］

 

ま
し
た
。
学
校
側
も
授
業
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
安
定

し
た
継
続
力
で
、
同
校
が
再
編
開
校
し

て
以
来
、
今
回
で
18
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

「
林
業
を
と
っ
た
ら
何
も
残
ら
ん
」 

熱
い
思
い
で
続
け
る
林
研
活
動

　

茨
城
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
（
穐あ
き
や
ま山
與よ
い
ち市
会
長
、
以
下
、
県
林

研
）
は
、
10
月
24
・
25
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
茨
城
県
立
大だ

い
ご子

清
流
高
等
学

校
（
以
下
、
清
流
高
校
）
生
徒
へ
の
間

伐
と
高
性
能
林
業
機
械
の
体
験
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
県
林
研
は
、

県
内
13
の
林
研
グ
ル
ー
プ

か
ら
な
り
91
名
の
会
員
を

擁
し
ま
す
が
、
全
国
的
な

流
れ
と
同
様
、
高
齢
化
に

よ
る
会
員
数
の
減
少
や
活

動
の
停
止
な
ど
に
直
面
し
、

穐
山
会
長
み
ず
か
ら
県
内

各
地
に
出
向
き
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
て
も
、
設
立
時
か
ら
変

わ
ら
ぬ
顔
ぶ
れ
で
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
る
の
が

大だ
い
ご
ま
ち

子
町
林
研
グ
ル
ー
プ

（
以
下
、
大
子
町
林
研
）

で
す
。
清
流
高
校
は
こ
の
大
子
町
に
あ

り
ま
す
。
大
子
町
林
研
の
会
員
の
多
く

が
同
校
前
身
校
の
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
林
業
体
験
実
習
で
は
主
催
す
る

県
林
研
の
下
で
力
強
く
か
か
わ
っ
て
き

研ぎの練習をしながら雑談。
地域の人との「斜めの関係」が生徒を豊かに育てる

生徒の到着を出迎える会員たち

25-01-379_r6事例集.indb   825-01-379_r6事例集.indb   8 2025/03/07/金   19:59:562025/03/07/金   19:59:56
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高校生等の林業就業体験等

大
子
町
林
研
の
会
員
数
は
25
名
。
入
会

50
年
以
上
に
な
る
60
代
後
半
～
70
代
後

半
の
会
員
に
加
え
、
20
代
～
50
代
の
山

仕
事
現
役
世
代
が
７
名
お
り
、
林
業
を

継
い
だ
息
子
と
親
子
で
参
加
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
清
流
高
校
へ
の
林
業
体

験
実
習
の
ほ
か
、
巡
回
に
よ
る
間
伐
推

進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
場
で

あ
る
大
子
町
は
茨
城
県
北
西
部
に
位
置

し
、
北
は
福
島
県
、
西
は
栃
木
県
に
接

し
て
い
ま
す
。
面
積
は
３
万
２
６
０
０

ha
で
、
森
林
は
約
８
割
を
占
め
、
人
工

林
率
は
69
％
。
八
溝
杉（
ヤ
ミ
ゾ
ス
ギ
）

の
ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
茨
城
県
を
代
表

す
る
林
業
地
で
す
。
大
子
町
林
研
の
戸

辺
洋
一
顧
問
は
「
い
い
山
が
た
く
さ
ん

あ
る
大
子
町
か
ら
、
林
業
を
と
っ
た
ら

何
も
残
ら
ん
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る 

林
業
体
験
実
習

　

10
月
24
日
、
清
流
高
校
農
林
科
学
科

生
徒
へ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
の
間
伐
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
森
林
科
学
科
の
１
年

生
全
員
と
、
森
林
科
学
コ
ー
ス
を
選
択

し
た
２
年
生
と
３
年
生
を
合
わ
せ
た
24

名
が
参
加
し
、
１
班
４
名
で
全
６
班
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
２
、３
名
の
指

導
員
が
入
り
ま
し
た
。
場
所
は
会
員
が

所
有
す
る
樹
齢
約
30
年
の
ヒ
ノ
キ
林
で
、

大
子
町
森
林
組
合
が
間
伐
を
請
け
負
っ

て
い
る
現
場
で
す
。
大
子
町
森
林
組
合

の
松
浦
宣よ
し
あ
き章

組
合
長
も
清
流
高
校
前
身

校
の
Ｏ
Ｂ
で
林
研
会
員
で
も
あ
り
、
ま

た
後
継
者
育
成
の
観
点
か
ら
も
森
林
組

合
と
し
て
協
力
し
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
は

実
習
場
所
と
高
性
能
林
業
機
械
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
生
徒

が
実
習
を
受
け

や
す
い
よ
う
、

前
日
に
現
場
を

整
備
し
て
い
ま

し
た
。

　

清
流
高
校
は

県
内
で
唯
一
林

業
を
学
べ
る
高

校
で
す
。
大
子
第
一
高
等
学
校
と
大
子

第
二
高
等
学
校
を
統
合
し
て
平
成
16
年

に
開
校
。
森
林
科
学
科
１
ク
ラ
ス
と
総

合
科
学
科
２
ク
ラ
ス
の
２
学
科
が
あ
り

ま
す
。
農
林
科
学
科
で
は
２
年
生
か
ら
、

森
林
科
学
コ
ー
ス
と
農
業
科
学
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
少
人
数
で
専
門
的
な
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
林
科
学
科
は
全
国
か
ら
生
徒
を
募

集
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
隣
接
県
か

ら
通
う
生
徒
や
、
遠
方
か
ら
入
学
し
大

子
町
で
１
人
で
暮
ら
し

な
が
ら
学
ぶ
生
徒
も
い

ま
す
。
卒
業
後
、
林
業

関
連
の
仕
事
に
就
い
て

地
元
に
残
る
生
徒
が
い

る
の
で
、
林
業
体
験
実

習
を
通
じ
た
高
校
へ
の

支
援
は
、
人
口
減
少
に

悩
む
大
子
町
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
県
林
研
で
は
意
義
を

感
じ
て
い
ま
す
。

「
斜
め
の
関
係
」で 

豊
か
な
学
び

　

実
習
当
日
は
、
開
会

式
で
の
穐
山
会
長
の
挨

拶
が
終
わ
る
と
林
道
を

歩
い
て
移
動
。
班
ご
と
に
持
ち
場
に
着

く
な
り
す
ぐ
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
エ
ン

ジ
ン
が
響
き
始
め
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
事
前
に
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐

木
等
の
業
務
に
係
わ
る
特
別
教
育
」
を

受
講
し
て
い
る
の
で
「
言
葉
で
教
え
る

よ
り
、
実
際
に
伐
倒
を
や
っ
た
方
が
た

め
に
な
る
」
と
い
う
考
え
で
す
。

　

一
班
を
指
導
す
る
の
は
山
仕
事
歴
が

50
年
以
上
に
な
る
金
澤
一
美
さ
ん
と
大

子
町
森
林
組
合
作
業
班
６
年
目
で
20
代

「茨城県の林業を支えて行ってほしい」と
平易な言葉で語りかける穐山県林研会長

引き締まった顔つきで実習に臨む清流高校農林科学科の生徒たち
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の
菊
池
駿
太
さ
ん
で
す
。
金
澤
さ
ん
は

「
た
と
え
林
業
の
仕
事
に
就
か
な
く
て

も
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
は
将
来
家
を

建
て
た
と
き
自
分
で
庭
木
の
手
入
れ
が

で
き
る
し
、
災
害
時
に
も
役
に
立
つ
か

ら
、
し
っ
か
り
覚
え
て
お
く
ん
だ
よ
」

と
生
徒
に
語
り
か
け
、
菊
池
さ
ん
は
エ

ン
ジ
ン
音
に
緊
張
す
る
生
徒
に
寄
り
添

い
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ギ
に
比
べ
繊
維
の
弾
力
が
強
く
枝

が
多
い
ヒ
ノ
キ
間
伐
は
、
掛
か
り
木
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ロ
ー
プ
等
を
使
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
ま

す
。
狙
っ
た
方
向
に
無
事
に
倒
れ
た
と

き
、
ど
の
生
徒
に
も
パ
ッ
と
安
堵
の
笑

顔
が
広
が
り
ま
す
。
そ
の
集
中
し
た
態

度
を
見
た
担
任
の
先
生
は
「
身
に
つ
く

学
び
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
食
べ
、
午
後
は
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
の
刃
研
ぎ
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
音
が
し

な
い
静
か
な
時
間
に
大
子
町
林
研
の
鈴

木
良
一
さ
ん
が
「
日
曜
日
は
何
や
っ
て

ん
だ
？
」
と
神
奈
川
県
か
ら
来
て
１
人

暮
ら
し
を
し
て
い
る
生
徒
を
気
に
か
け

て
い
ま
し
た
。
学
校
と
家
庭
の
縦
の
関

係
に
加
え
、地
域
の
人
が
か
か
わ
る「
斜

め
の
関
係
」
が
、
生
徒
を
豊
か
な
人
に

育
て
て
く
れ
て
い
る
と
担
任
の
先
生
は

言
い
ま
す
。
林
研
が
学
校
を
支
援
す
る

こ
と
の
、
も
う
１
つ
の
効
果
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
で 

早
い
上
達

　

翌
25
日
は
高
性
能
林
業
機
械
の
体
験

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
す
る
の
は

林
業
科
学
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
２
年
生

と
３
年
生
の
11
名
。
３
人
１
組
に
分
か

れ
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
フ

ォ
ワ
ー
ダ
を
班
ご
と
に
巡
回
し
な
が
ら

操
縦
し
ま
す
。
指
導
役
は
林
研
会
員
８

名
と
森
林
組
合
作
業
班
の
３
名
で
、
ベ

テ
ラ
ン
の
大
蔵
真
人
さ
ん
は
操
縦
席
に

手
が
届
く
位
置
に
立
ち
、
安
全
に
最
大

限
の
配
慮
を
し
な
が
ら
生
徒
を
教
え
て

い
ま
し
た
。

　

大
子
町
林
研
の
二
方
会
長
は
「
口
で

言
っ
て
も
覚
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
ち
ゃ

ん
と
付
い
て
体
で
教
え
て
も
ら
う
の
が

一
番
の
近
道
で
す
」
と
。
ゲ
ー

ム
世
代
の
生
徒
た
ち
は
午
後
に

は
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、「
明
日
か

ら
働
け
そ
う
だ
な
」
と
声
を
か

け
ら
れ
る
ほ
ど
上
達
し
ま
し
た
。

50
年
以
上 

変
わ
ら
ぬ
関
係

　

体
験
実
習
に
は
、
県
林
研
、

大
子
町
林
研
、
大
子
町
森
林
組

合
、
清
流
高
校
教
諭
、
茨
城
県

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
、
県

大
子
林
業
指
導
所
職
員
ら
総
勢

27
名
も
の
指
導
者
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
大
人
た
ち
に
も
生
徒

に
負
け
ず
劣
ら
ず
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し

「チェーンソー技術は将来いろんな役に立つ」と話すベテラン金澤一美さん

菊池駿太さんはお兄ちゃんのように生徒に寄り添って教えていた
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た
。
大
子
町
林
研
で
は
年

配
者
同
士「
み
ね
ち
ゃ
ん
」

「
よ
う
ち
ゃ
ん
」
と
親
し

み
を
込
め
た
名
で
呼
び
合

い
、
50
年
以
上
も
ず
っ
と

仲
が
良
い
理
由
を
「
農
林

家
の
長
男
と
し
て
家
に
残

っ
た
人
た
ち
が
多
く
、
同

じ
立
場
の
者
同
士
分
か
り

合
え
る
か
ら
か
も
知
れ
な

い
」
と
戸
辺
顧
問
は
言

い
ま
す
。「
家
を
支
え
て
、

働
い
て
、
子
ど
も
を
育
て

て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歳

を
と
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
。

　

二
方
会
長
は
「
毎
月
の
よ

う
に
飲
み
会
や
っ
て
家
族
と

同
じ
く
ら
い
気
心
が
知
れ
て

い
る
か
ら
」
だ
そ
う
で
、
随

分
減
っ
た
と
言
い
な
が
ら
、

い
ま
も
年
４
、５
回
は
懇
親

会
を
や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

年
長
者
た
ち
の
仲
が
い
い

と
若
手
も
居
心
地
が
良
く
、

こ
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲

気
が
大
子
町
林
研
の
特
徴
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
県
林
研
の

穐
山
会
長
も
、
衰
え
を
知
ら

ぬ
大
子
町
林
研
の
活
動
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

入
学
後
す
ぐ
、

迫
ら
れ
る
よ
う

に
進
路
選
択
を

考
え
始
め
る
専

門
科
目
の
高
校

生
に
と
っ
て
、

林
業
体
験
実
習
は
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
手
本
と
な
る

先
輩
や
大
人
か
ら
人
生
観

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
生
徒
ら
の

立
場
を
一
番
よ
く
理
解
し

て
い
る
の
が
県
林
研
と
大
子
町
林
研
で

あ
り
、
来
年
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
変

わ
ら
ぬ
支
援
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

＊
ま
と
め　

編
集
部

エンジン音が響く中、生徒の手をとりながらハーベスタの操縦を教え
る大蔵真人さん

「アームの操作は慣れるまで大変でした」。菊池駿太さんに体
で覚えられるよう教えてもらう生徒

清流高等学校　実績

ううちち森森林林
林林学学

ううちち森森林林
林林学学

ううちち森森林林
林林学学

主主なな進進学学先先 主主なな就就職職先先

令令和和元元
年年度度

大大子子町町森森林林組組合合
宮宮のの郷郷木木材材事事業業協協同同組組合合

令令和和２２
年年度度

長長野野県県林林業業大大学学校校

令令和和３３
年年度度

宮宮のの郷郷木木材材事事業業協協同同組組合合
日日立立建建機機株株式式会会社社
細細田田木木材材工工業業株株式式会会社社

令令和和４４
年年度度

大大子子町町森森林林組組合合
ククボボタタ環環境境エエンンジジニニアアリリンンググ株株式式会会社社
株株式式会会社社ススズズキキアアムムテテッックク
日日立立建建機機株株式式会会社社

令令和和５５
年年度度

株株式式会会社社ヨヨシシナナリリ林林業業
鮫鮫川川運運送送株株式式会会社社

令令和和６６
年年度度

株株式式会会社社ヨヨシシナナリリ林林業業
野野上上製製材材所所

農農林林科科学学科科
卒卒業業生生

林林業業関関係係
進進学学者者数数

林林業業関関係係
就就職職者者数数

林林業業関関係係

表　卒業生進路実績（令和５年度）
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事

例
高校生等の林業就業体験等

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
架
け
橋
に 

専
門
学
校
生
と
高
校
生
の
人
材
育
成
研
修

日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会［
栃
木
県
］

 

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の 

多
様
な
人
材
育
成
に
向
け
て

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
会
で
す
が
、

こ
こ
数
年
、
特
に
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
携
わ
る
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
都
内
で
建
築
・
イ
ン
テ
リ

ア
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
す
る
学
生
や

林
業
を
専
攻
す
る
地
元
の
高
校
生
を
対

象
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
生�

林
業
の
循
環
を
学
ぶ
体
験

　

学
校
法
人 

環
境
造
形
学
園 

専
門
学

校 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
カ
レ
ッ
ジ
オ
ブ
ア
ー
ツ
は

東
京
都
に
あ
る
建
築
・
家
具
・
イ
ン
テ

リ
ア
等
の
勉
強
を
行
う
専
門
学
校
で
、

学
生
た
ち
は
卒
業
後
、
様
々
な
建
築
設

計
事
務
所
や
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
関
連

の
企
業
等
に
就
職
し
て
い
き
ま
す
。

　

就
職
後
、
学
生
た
ち
は
学
校
で
得
た

木
材
利
用
の
盛
ん
な
地
域
で

　

日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会
（
以

下
、
研
究
会
）
が
主
に
活
動
し
て
い
る

鹿
沼
市
は
栃
木
県
北
西
部
に
位
置
し
、

男な
ん
た
い
さ
ん

体
山
か
ら
連
な
る
日
光
連
山
の
麓
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
沼
市
全
体
の
68
％
が
森
林
で
、
民

有
林
の
人
工
林
割
合
は
76
％
と
、
昔
か

ら
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

伐
採
さ
れ
た
木
材
を
活
用
し
た
建
築

材
（
柱
・
梁
等
）
の
製
材
や
家
具
・
建

具
等
の
生
産
も
盛
ん
で
、
鹿
沼
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
て
車
で
５
分
の
場

所
に
木
製
家
具
や
建
具
、
建
材
等
を
営

む
企
業
が
集
合
し
た
鹿
沼
木
工
団
地
も

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
の
日
頃
の
活
動
は
、
月
に
１

回
ほ
ど
会
員
が
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
通
称
：
ピ
ノ
キ
オ
ホ
ー
ル
）
で
、

今
後
の
森
林
・
林
業
の
方
向
性
や
木
材

の
利
活
用
方
法
等
（
森
林
認
証
・
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
人
材
育
成
・
原
木
流
通
・

木
材
強
度
試
験
等
）
の
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
夕
食
を
囲
み
な
が
ら
真
剣
な

議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

伐採木から造材を学ぶ学生たち
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高校生等の林業就業体験等

知
識
を
建
築
設
計
や
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
等
の
様
々
な
場
面
で
生
か
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
木
材

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
将
来
の
木
材
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

の
で
は
と
の
観
点
か
ら
、
毎
年
、
専
門

学
校
が
夏
休
み
に
入
る
８
月
上
旬
に
鹿

沼
市
へ
来
て
も
ら
い
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
８
月
５
・
６
日
に
一

泊
二
日
の
日
程
で
14
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
、
山
に
木
を
植
え
、
間
伐

を
行
い
、
木
を
採
材
し
、
伐
っ
た
木
の

断
面
で
木
取
り
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
製
材
工
場
を
訪
ね
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
家
具
工
房
で
は
作
成
工
程
に

つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
木
造

建
築
物
の
見
学
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
研

修
で
す
。

　
「
植
え
て
、
育
て
て
、
伐
っ
て
、
活

用
し
、
ま
た
植
え
る
」
と
い
う
林
業
に

お
け
る
森
林
資
源
の
循
環
を
そ
の
ま
ま

研
修
に
当
て
は
め
た
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

学
生
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

研
修
終
了
後
、
毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を

メンバーより、ヒノキの植栽の指導を受ける学生

間伐体験でチェーンソーの仕組みを学ぶ

鹿沼原木市場を視察

森戸工房でハンドメイド家具作りについて説明を受ける
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取
っ
て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。

☆ 

百
年
前
の
祖
先
た
ち
が
植
え

た
木
々
が
現
代
の
人
に
使
わ

れ
る
の
を
見
ま
し
た
。
自
分

が
植
え
た
木
も
百
年
後
に
は

ま
た
誰
か
の
役
に
立
つ
か
も

し
れ
な
い
。
百
年
単
位
の
こ

の
よ
う
な
仕
事
は
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。
当
時

植
え
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人

た
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

☆ 

木
材
の
加
工
の
仕
方
（
伝
統

的
な
工
法
を
含
む
）
や
様
々

な
樹
木
の
特
性
を
知
り
た
い
。

☆ 

収
益
や
人
件
費
な
ど
の
経
営

に
関
す
る
お
話
も
伺
え
た
ら
。

と
、
卒
業
後
を
見
据
え
た
想
い

か
ら
現
実
的
な
視
点
に
立
っ
た

内
容
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
様
々
な
仕
事
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
新
し
い
分
野
で
の
さ
ら
な

る
木
材
の
利
活
用
（
需
要
量
の

増
加
）
の
促
進
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
校
生�

林
業
講
義
と
ド
ロ
ー
ン
体
験

　

栃
木
県
立
鹿
沼
南
高
等
学
校
は
鹿
沼

市
に
あ
る
県
内
唯
一
の
林
業
コ
ー
ス
が

あ
る
高
校
で
す
。
毎
年
、
卒
業
生
の
中

に
は
県
内
の
林
業
事
業
体
に
就
職
す
る

生
徒
や
、
さ
ら
に
林
業
を
深
く
勉
強
す

る
た
め
県
内
の
林
業
大
学
校
に
進
学
す

る
生
徒
な
ど
が
お
り
、
本
県
の
林
業
に

お
い
て
馴
染
み
の
深
い
高
校
で
す
。

　

毎
年
、
研
究
会
が
高
校
に
赴
き
、
林

業
の
現
状
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
研
修
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
は

11
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
座
学
で
現
在
の
林

業
の
状
況
を
学
び
（
少
し
眠
そ
う
な
生

徒
が
多
め
で
す
が
…
）、
林
業
で
ド
ロ

ー
ン
が
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
紹
介

（
こ
の
講
義
が
始
ま
る
と
少
し
ず
つ
目

が
輝
き
始
め
ま
す
）、
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
し
た
画
像
解
析
に
よ
る
森
林
材
積
や

地
形
の
解
析
（
説
明
に
入
る
頃
は
講
師

を
務
め
る
メ
ン
バ
ー
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
義
（
座
学
）
終
了
後
、
校
庭
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
ド

ロ
ー
ン
の
操
作
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
は

操
作
盤
に
触
れ
る
の
を

怖
が
っ
て
い
た
（
機
体

の
購
入
価
格
も
説
明
し

て
い
ま
し
た
）
生
徒
た

ち
も
、
１
人
２
人
と
操

作
す
る
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
慣
れ
て
き
て
、
最
後

の
頃
に
は
み
ん
な
で
騒

ぎ
な
が
ら
楽
し
く
ド
ロ

ー
ン
操
作
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

た
だ
、
研
修
中
に
着

陸
を
失
敗
し
た
ド
ロ
ー

初めての植栽、伐倒体験を終えて集合写真

スマート林業の講義を聴く生徒たち
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ン
が
逆
さ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ド
ロ
ー

ン
を
持
ち
込
ん
だ
事
業
体
の
方
が
「
や

っ
べ
～
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
壊
れ
た
か
～
」

と
い
う
時
間
が
少
し
止
ま
る
状
況
も
あ

り
ま
し
た
が
。

研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

☆ 

植
林
作
業
な
ど
現
場
で
の
研
修
を
し

た
い
。

☆ 

林
業
で
用
い
ら
れ
る
重
機
の
研
修
を

し
て
欲
し
い
。

☆ 

よ
り
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
て
欲
し

い
。

等
の
就
業
先
に
林
業
を
見
据
え
た
意
見

も
数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
を
通
し
て
、
卒
業
後
の
進
路

（
就
職
先
）
に
林
業
関
係
が
選
ば
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

減
少
し
続
け
る 

林
業
従
事
者

　

栃
木
県
に
お
け
る
林
業
従

事
者
は
昭
和
35
年
度
に
は
約

６
３
０
０
人
と
多
く
の
方
が
従

事
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
52

年
に
は
約
２
２
０
０
人
、
平
成

４
年
に
は
１
２
０
０
人
と
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
（
以
上
、
栃

木
県
林
政
史
よ
り
）、
令
和
５

年
度
は
約
７
０
０
人
（
栃
木
県

森
林
・
林
業
統
計
書
よ
り
）
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
研
究
会
の
活
動

を
続
け
る
こ
と
で
少
し
で
も
林
業
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
に

就
業
す
る
方
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

お
ま
け 

イ
ベ
ン
ト
で
も
Ｐ
Ｒ
活
動

　

研
究
会
の
構
成
員
は
鹿
沼
市
の
林
業

関
係
者
が
組
織
す
る
「
鹿
沼
市
林
業
振

興
会
」
お
よ
び
「
鹿
沼
地
区
林
業
振
興

協
会
」
の
会
員
に
も
な
っ
て
お
り
、
市

内
で
行
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
の
こ
ぎ
り
を
用
い
た
丸
太
切
り

体
験
や
木
製
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
木
と

触
れ
合
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
幼
稚
園
・
保

育
園
や
小
学
生
の
児
童
・
生
徒
に
大
好

評
で
、「
こ
の
子
た
ち
す
べ
て
が
木
こ

り
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
林
業
に
携
わ
る

人
の
人
材
難
な
ん
て
関
係
な
い
の
に
ね

～
」
と
話
す
今
日
こ
の
頃
で
す
。

＊
ま
と
め 

日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会 

特
別
会
員
（
栃
木
県
県
西
環
境
森
林 

事
務
所　

林
業
経
営
課
） 

寺
尾
裕
之

ドローン操作に挑戦、慣れてきて楽しくなってきた

木製ボウリングはイベントでも大人気
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林
業
と
言
っ
て
も 

い
ろ
ん
な
関
わ
り
方
が
あ
る
ん
だ
よ
と

飯
と
猫
と
林
業
女
子
会［
群
馬
県
］

 

す
。

　

正
式
な
会
の
発
足
は
令
和
５
年
の
８

月
で
す
が
、
そ
の
前
年
の
11
月
に
集
ま

り
、
メ
ン
バ
ー
が
育
て
た
新
米
や
み
ん

な
が
持
ち
寄
っ
た
お
か
ず
を
食
べ
な
が

ら
語
り
合
っ
た
の
が
最
初
の
催
し
で
す
。

猫
好
き
な
人
が
多
か
っ
た
の
で
〝
飯
と

猫
と
林
業
女
子
会
〟
と
い
う
名
前
に
し

ま
し
た
」

　

会
員
は
群
馬
県
内
の
林
業
に
関
わ
る

仕
事
に
就
い
て
い
る
女
性
で
、
現
在
20

～
50
代
の
10
名
で
す
（
今
回
を
機
に
２

名
増
え
ま
し
た
）。

　

メ
ン
バ
ー
は
森
林
組
合
や
林
業
会
社

で
働
く
人
、
フ
リ
ー
で
山
仕
事
に
就
い

て
い
る
人
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
手
が
け

て
い
る
人
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、

林
業
関
連
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
、
林
業
関
連
と
い
っ
て
も

仕
事
は
様
々
で
す
。

　

女
子
会
は
そ
ん
な
人
々
が
交
流
を
目

　

11
月
の
上
旬
、
群
馬
県
の
神か
ん
な流

町
で

林
業
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
女
子
学
生

な
ど
を
対
象
に
「
林
業
就
業
体
験
Ｊ
Ｋ

（
女
子
高
生
）・
Ｊ
Ｄ
（
女
子
大
学
生
）

だ
っ
て
林
業
や
っ
て
み
た
い
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

自
ら
の
体
験
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

女
性
で
も
無
理
な
く
就
業
で
き
る
多
様

な
林
業
関
連
の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
伐
倒
作
業
の
体
験
や

木
材
利
用
の
見
学
、
参
加
者
に
よ
る
座

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
の
は
群
馬
県
の
林
業
女
性

グ
ル
ー
プ
「
飯
と
猫
と
林
業
女
子
会
」

（
田
村
美
惠
子
会
長
）
で
す
。

ゆ
る
く
、
美
味
し
く
、 

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

　
「
飯
と
猫
と
林
業
女
子
会
」（
以
下
、

女
子
会
）
と
は
変
わ
っ
た
グ
ル
ー
プ
名

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
名
前
に
し
た
理

由
に
つ
い
て
田
村
会
長
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
基
本
的
に
私
た
ち
は
林
業
関
係
で

働
く
女
性
た
ち
が
ゆ
る
く
集
ま
り
、
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
会
で

神流町森林組合の土場で体験会参加者と記念撮影
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的
と
し
て
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
推
薦
で
講
師
を
迎
え

て
「
推
し
活
研
修
会
」
を
行
う
な
ど
、

各
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
し
た

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
林
業
就
業
体
験
の
前
日
に

も
「
推
し
活
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
神
流
町
在
住
の
平
松
譲
講
師
に
よ

り
、
安
全
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
の

現
場
づ
く
り
や
道
具
の
使
い
方
等
の
現

場
研
修
の
ほ
か
、
途
中
か
ら
の
雨
の
た

め
講
師
に
よ
る
林
業
講
話
と
林
業
関
連

職
場
で
働
く
女
性
の
た
め
の
座
談
会
や
、

神
流
振
興
合
同
会
社
で
企
画
開
発
に
携

わ
る
講
師
に
よ
る
精
油
製
品
の
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。

森
林
で
働
く
と
い
う
生
き
方
を 

応
援
し
た
く
て

　

女
子
会
は
田
村
会
長
が
中
心
に
な
っ

て
設
立
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
田
村

会
長
は
平
成
17
年
、
群
馬
県
林
業
労
働

力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
補
助
職
と
し
て
入
り
、
３
年
後
に
林

業
就
業
支
援
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
時
代

は
林
業
体
験
会
を
開
催
し
た
り
、
各
種

の
林
業
就
業
相
談
会
へ
参
加
す
る
こ
と

で
、「
林
業
を
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

い
う
方
を
就
業
に
導
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
し
か
し
、
あ
ん
な
に
意
気
揚
々
と

林
業
に
就
い
た
方
々
が
３
年
と
か
５
年

と
か
で
次
々
と
辞
め
て
い
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
特
に
女
性
は
９
割
以
上
が

男
性
と
い
う
林
業
職
場
で
、
時
に
辛
い

思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
結
婚

や
出
産
を
き
っ
か
け
に
林
業
の
職
場
を

離
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。

男
女
共
に
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
続
け
て

も
ら
え
る
の
か
、
ま
た
復
帰
し
や
す
い

環
境
を
作
れ
な
い
か
と
考
え
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

そ
う
や
っ
て
考
え
た
末
に
辿
り
着
い

た
の
は
、
就
業
前
に
は
そ
れ
な
り
の
相

談
機
関
が
あ
る
の
に
、
就
業
し
て
か
ら

は
相
談
機
関
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
就

業
後
の
ケ
ア
が
足
り
て
い
な
い
の
で
は

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
悩
ん
で
し
ま
っ

た
時
に
「
何
か
辞
め
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
」
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
人

が
い
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
」

　

そ
こ
で
田
村
会
長
は
国
家
資
格
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
何
と

か
取
得
し
、「
森
林
で
働
く
と
い
う
生

き
方
を
応
援
し
ま
す
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
キ
ャ
リ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
の
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月
の
こ
と
で

し
た
。

　

た
だ
体
制
は
整
え
た
も
の
の
、
組
織

を
離
れ
て
個
人
で
相
談
と
い
う
業
務
を

す
る
の
は
難
し
い
の
が
実
態
で
し
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
人
脈
か
ら
「
田

村
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
行
っ
て
み

る
と
い
い
よ
」
と
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

り
、
雇
用
管
理
研
修
会
や
各
種
研
修
会

の
講
師
と
し
て
も
活
動
し
て
き
た
の
で

す
。
現
在
は
、
相
談
ス
キ
ル
を
磨
く
た

め
に
も
、
群
馬
大
学
で
就
職
活
動
の
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

神
流
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ー
ス
で 

伐
倒
作
業
の
体
験

　

こ
の
「
飯
と
猫
と
林
業
女
子
会
」
に

よ
る
林
業
就
業
体
験
会
は
、
11
月
３
日

に
群
馬
県
の
神
流
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

神
流
町
は
群
馬
県
の
南
西
部
に
あ
り
、

人
口
は
約
１
６
０
０
人
。
約
90
％
が
森

林
で
す
。
日
本
で
最
初
に
恐
竜
の
足
跡

の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
い
つ
も
よ
り
遅
い
台
風
の
影

響
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
伐

倒
作
業
な
ど
の
体
験
、
地
元
材
を
利
用

し
た
住
宅
の
見
学
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー

と
の
座
談
会
が
予
定
通
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
会
の
参
加
者
は
、
学
生
さ

ん
２
名
に
一
般
の
方
１
名
の
３
名
で
し

た
が
、
当
会
の
メ
ン
バ
ー
が
８
名
に
講

師
１
名
。途
中
か
ら
講
師
の
娘
さ
ん（
中

学
生
）
１
名
も
加
わ
っ
て
、
賑
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

飯と猫と林業女子会の田村美惠子会長
（左）

神流フォレストベースの山林
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学
生
さ
ん
２
名
は
群
馬

県
立
農
林
大
学
校
（
高
崎

市
）
の
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
森
林
コ
ー
ス
の
１
年

生
、
２
年
生
で
す
。

　

午
前
中
は
伐
倒
作
業
の

体
験
で
す
。
場
所
は
神
流

町
産
材
「
神
流
杉
」「
神

流
檜
」
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
と
し

て
令
和
５
年
に
町
が
整
備

し
た
「
神
流
フ
ォ
レ
ス
ト

ベ
ー
ス
」
で
す
。
伝
統
工

法
で
建
て
ら
れ
た
五
重
塔

や
あ
ず
ま
や
も
あ
り
、
川
向
か
い
に
は

道
の
駅
「
ま
ん
ば
万
葉
の
里
」
が
あ
り

ま
す
。

　

講
師
は
前
日
の
「
推
し

活
研
修
会
」
に
引
き
続

き
、
平
松
林
業
代
表
の
平

松
謙
さ
ん
（
神
流
町
）
で

す
。
一
般
的
な
樹
木
の
伐

採
・
搬
出
に
特
殊
伐
採
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
時
に

は
群
馬
県
立
農
林
大
学
校

な
ど
で
伐
採
等
の
指
導
も

し
て
い
る
方
で
す
。

　

平
松
さ
ん
は
ま
ず
安
全

作
業
と
林
業
道
具
の
説
明

か
ら
始
め
ま
し
た
。
道
具

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
護
パ

ン
ツ
、
手
袋
な
ど
の
身
に
つ
け
る

も
の
や
、
腰
袋
に
入
れ
て
持
ち
運

び
し
て
い
る
ク
サ
ビ
、
ハ
ン
マ
ー
、

鉈
、
各
種
ロ
ー
プ
。
そ
れ
か
ら
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ロ
ー
プ
を
引
っ
張

る
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
な
ど
も
。

　

そ
の
後
、
実
際
の
伐
倒
作
業
に

入
り
、
受
講
者
は
１
人
１
本
、
３

人
で
３
本
の
ス
ギ
を
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
で
伐
倒
し
ま
し
た
が
、
平
松
さ

ん
は
１
人
１
人
に
受
け
口
や
追
い

口
の
方
向
、
深
さ
、
角
度
な
ど
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
指
導
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

  

伐
倒
作
業
の
終
了
後
に
受
講
者

は
平
松
さ
ん
か
ら
輪
切
り
し
た
丸
太
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
体
験
を 

語
り
合
っ
て
の
座
談
会

　

伐
倒
作
業
の
体
験
を
終
え
て
か
ら
は
、

神
流
川
に
面
し
て
い
る
「
こ
い
こ
い
あ

い
ラ
ン
ド
会
館
」
に
移
動
。
そ
こ
で
昼

食
を
と
り
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者

の
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
メ
ン
バ
ー
が
順
番
に
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
発
言
し
ま
し
た
が
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

☆ 

林
業
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、
林
業

に
従
事
す
る
夫
と
結
婚
。
現
在
は
自

然
農
法
に
よ
る
稲
作
や
畑
作
を
営
ん

で
お
り
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
（
１
歳
半
の
娘
さ
ん
を

伴
っ
て
の
参
加
）。

☆ 

10
年
く
ら
い
看
護
師
を
し
て
い
た
が
、

登
山
、
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
林
業
の

世
界
へ
。
自
分
の
山
を
手
に
入
れ
た

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
自
由
に
遊
ば
せ

る
場
所
な
ど
を
作
り
た
い
。

☆ 

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
自
衛
隊
や
フ

リ
ー
の
仕
事
に
就
い
た
後
、
森
林
組

合
に
勤
務
。
事
務
の
仕
事
が
多
い
が
、

伐倒後に木口面を検討する

伐倒終了後には講師から輪切り丸太をプレゼント

こいこいあいランドで昼食をとって、午後は座談会
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時
に
は
測
量
な
ど
現
場
の
仕
事
に
就

く
こ
と
も
あ
る
。
狩
猟
免
許
を
と
っ

た
。

☆ 

森
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
３
年
間
、
林
業
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
。
そ
の
後
、
森
林
組
合

で
働
き
、
現
在
は
独
立
し
て
特
殊
伐

採
な
ど
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。

☆ 

現
在
、
森
林
組
合
で
働
い
て
い
る
が
、

残
業
が
あ
ま
り
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
。

☆ 

登
山
が
好
き
で
登
山
ガ
イ
ド
を
経
て
、

現
在
は
林
業
振
興
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
働
い
て
い
る
。

　

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

☆ 

大
学
を
卒
業
後
、
森
林
組
合
に
就
職
。

自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
た
が
、
狭

い
業
界
で
人
間
関
係
に
も
悩
ん
で
退

職
。
背
水
の
陣
で
樹
木
関
係
の
資
格

を
取
得
。
現
在
は
一
般
の
パ
ー
ト
勤

め
だ
が
、
休
日
は
自
然
に
関
す
る
活

動
で
現
場
に
行
け
る
の
が
楽
し
み
。

　

こ
の
よ
う
な
女
子
会
の
メ
ン
バ
ー
の

話
の
後
で
、学
生
の
参
加
者
か
ら
は「
皆

さ
ん
方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

て
、
林
業
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
関

わ
り
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
」
と
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

伝
統
的
構
法
の 

町
営
住
宅
な
ど
も
見
学

　

座
談
会
の
後
は
、
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド

材
「
神
流
杉
」
を
使
っ
て
建
て
て
い
る

神
流
町
の
町
営
住
宅
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

建
て
て
い
る
の
は
伝
統
的
な
木
造
建

築
技
術
の
後
継
者
を
育
て
る
「
大
工
志

塾
」の
塾
生
た
ち
で
す
。
課
題
製
作（
集

合
実
技
研
修
）
の
一
環
と
し
て
建
て
て

い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
約
２
９
０

人
が
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
石
の

基
礎
の
上
に
直
接
柱
を
建
て

る
「
石
場
建
て
」
や
、
柱
と

柱
の
間
に
板
を
は
め
込
む

「
板
倉
造
り
」
と
い
う
伝
統

的
構
法
を
用
い
た
住
宅
で
す
。

　

こ
の
町
営
住
宅
は
棟
上
げ

後
に
地
元
工
務
店
が
残
り
の

工
程
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
を
雇
う
、 

頭
を
雇
う
時
代
か
ら
、 

心
を
雇
う
時
代
へ

　

女
性
の
み
な
ら
ず
長
い
間
、

林
業
従
事
者
の
相
談
に
乗
っ

て
き
た
田
村
会
長
は
、
次
の

よ
う
な
話
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
林
業
の
業
界
の
中
で

は
、
昨
日
今
日
入
っ
て
き
た

人
が
意
見
を
述
べ
る
と
い
っ

た
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
す

が
、
雑
談
の
よ
う
に
い
つ
で

も
何
で
も
話
せ
る
職
場
づ
く

り
、
そ
し
て
ど
ん
な
意
見
で

も
一
度
は
み
ん
な
の
話
し
合

い
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
み

る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
『
手

を
雇
う
、
頭
を
雇
う
時
代
か

ら
、
心
を
雇
う
時
代
に
な
る
』
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
側
の
林
業
事

業
体
の
方
も
大
変
で
し
ょ
う
が
、
心
を

雇
う
と
い
う
意
識
改
革
も
ま
す
ま
す
重

要
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
」

　

林
業
事
業
体
の
意
識
改
革
。

　

何
で
も
打
ち
明
け
ら
れ
る
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
の
存
在
と
と
も
に
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

の
で
し
た
。

＊
ま
と
め　

編
集
部

伝統的構法で建てている町営住宅を見学

「飯と猫と林業女子会」の皆さん
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事

例
高校生等の林業就業体験等

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
森も

り林
と
携
わ
る 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る 

高
校
生
の
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会［
富
山
県
］

 

ま
す
。

　

昭
和
42
年
８
月
、
山
村
か
ら
青
年
層

が
離
れ
て
い
く
中
、「
豊
か
な
山
村
づ

く
り
は
我
々
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
山
村
の
若
者
、
特
用
林
産
物
生
産
者
、

森
林
組
合
職
員
等
15
名
が
参
加
し
て
協

議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、

主
な
メ
ン
バ
ー
は
森
林
組
合
職
員
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
19
名
、
女
性
７

名
の
計
26
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
コ
ン
セ
プ
ト

　

協
議
会
で
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

に
合
わ
せ
た
森も

り林
の
携
わ
り
方
」
を
活

動
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
イ
メ

ー
ジ
図
に
示
す
よ
う
に
、
小
さ
な
子
供

が
い
る
若
い
家
族
に
は「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
」

地
域
と
協
議
会
の
紹
介

　

私
た
ち
の
魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル

ー
プ
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
が
活

動
す
る
地
域
は
、
富
山
県
の
新
川
地
区

（
滑
川
市
、
魚
津
市
、
黒
部
市
、
入
に
ゅ
う
ぜ
ん善

町ま
ち

、
朝
日
町
の
５
市
町
）
に
位
置
し
、

県
土
の
約
４
分
の
１
、
民
有
林
面
積
は

２
万
８
０
０
０
ha
で
県
全
体
の
17
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
立
山
連
峰
を
バ
ッ
ク
に
日
本

一
の
Ｖ
字
峡
「
黒
部
峡
谷
」、
富
山
湾

の
神
秘
「
蜃
気
楼
」、
日
本
一
大
き
い

「
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
」、
青
緑
色
に
輝

く
ヒ
ス
イ
の
原
石
が
取
れ
る
「
宮
崎
ヒ

ス
イ
海
岸
」、
特
別
天
然
記
念
物
「
ホ

タ
ル
イ
カ
」
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
豊
か
な
自
然
や
特
産
品
が
あ
り

ＶＲチェーンソー体験（富山県林業カレッジ）
生徒はあまり恐怖感がない様子だった
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高校生等の林業就業体験等

と
し
て
「
ぬ
く
も
り
あ

る
生
活
」
を
、「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
２
」
は
小
学
生
の

「
森
の
大
切
さ
を
知
る
」、

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
」
は
中

学
生
の
「
挑
戦
し
て
み

る
」、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
」

の
高
校
生
は
「
実
際
の

森
に
触
れ
る
」、
そ
し

て
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
」
は

一
般
社
会
人
を
対
象

に
「
木
に
触
れ
森
に
携

わ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
ご
と

に
区
分
し
た
テ
ー
マ
で

森も

り林
と
触
れ
合
え
る
活

動
・
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
経
緯

　

現
在
は
、
こ
の
よ
う
に
年
代
に
合
わ

せ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当

初
は
、
市
町
村
や
家
づ
く
り
関
連
の
民

間
企
業
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
木

工
教
室
」
の
出
展
依
頼
が
中
心
で
し
た
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
齢
関
係
な
く
、

家
族
連
れ
が
多
く
、
未
就
学
児
や
小
学

生
が
中
心
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
時
、
小
学
校
の
先
生
が

イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
て
「
小
学
生
向
け

に
授
業
を
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
森
の

寺
子
屋
」（
森
林
教
室
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
森
の
大
切
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
評
判
も
良
か
っ
た
よ

う
で
こ
の
教
室
は
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
継
続

し
て
い
て
も
森
林
組
合
職
員
の
増
加
に

は
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
な
と
い
う
感

じ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
県
や

市
町
村
に
何
か
対
策
は
な
い
か
と
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
は
「
14
歳
の
挑

戦
」、
高
校
生
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
」
が
あ
る
の
で
や
っ
て
み
て
は

ど
う
か
？
と
い
う
提
案
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
」

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
」
の
活
動
を
加
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
最
近
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
掲
げ
て
い
る
企
業
か
ら
森
づ
く

り
を
し
た
い
と
い
っ
た
要
望
が
増
え
て

き
て
お
り
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
」
の
活
動

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
（
高
校
生

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
）：
実
際
の
森
に

触
れ
る
」
の
う
ち
、「
高
校
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
日
体
験
学
習
で 

森
づ
く
り
指
導

　

私
た
ち
は
、
管
内
で
唯
一
農
林
系
の

授
業
が
あ
る
富
山
県
立
桜
井
高
等
学
校

土
木
科
２
年
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
、
富
山
県
と
一
緒

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
７
月
２

日
（
火
）
に
開
催
し
、
２
名
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下
記

の
通
り
で
す
。

● 

９
：
00
～
９
：
20
／
富
山
県
の
森
林
・

林
業
の
概
要
（
座
学
）

●�

10
：
00
～
11
：
30
／
海
岸
林
に
お
け

る
森
林
整
備
（
現
地
見
学
）

　

・
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

　

・
海
岸
林
造
成
事
業
に
つ
い
て

●�

11
：
30
～
13
：
00
／
移
動
、
昼
食　

●�

13
：
00
～
14
：
15
／
森
林
整
備
に
お

け
る
機
械
等
（
体
験
学
習
）

　

・ 

富
山
県
林
業
カ
レ
ッ
ジ
の
概
要
説

明

　

・ 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
体

験

●�

15
：
00
～
15
：
30
／
木
材
加
工
場
見

学
、・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
丸
太

切
り
体
験

　

・ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
・
パ
ワ
ー
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
体
験

●�

15
：
30
～
16
：
00
／
無
花
粉
ス
ギ
「
立

山 

森
の
輝
き
」
苗
畑
見
学

Ｖ
Ｒ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験

　

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、
三
次
元
空
間
で

実
際
の
伐
木
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
作
業
の
危
険
性
や

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
正
し
い
手

順
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
最
先

端
の
教
育
ツ
ー
ル
で
す
。

　

富
山
県
林
業
カ
レ
ッ
ジ
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
今
回
は
林
業
労
働
災
害
Ｖ

Ｒ
体
験
の
う
ち
、「
伐
木
作
業
中
の
災

「それぞれの年代で森林に携わる」活動コンセプトイメージ

25-01-379_r6事例集.indb   2125-01-379_r6事例集.indb   21 2025/03/07/金   20:00:002025/03/07/金   20:00:00



22

 

害
事
例
（
幹
割
れ
）」、「
切
り
捨
て
間

伐
の
災
害
事
例
（
幹
の
跳
ね
上
が
り
）」

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｒ
体
験
は
、
若
い
人
よ
り
ベ
テ
ラ

ン
の
人
の
ほ
う
が
怖
が
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
人
が
過
去

に
体
験
し
た
危
な
か
っ
た
こ
と
や
、
実

際
に
目
の
当
た
り
に
し
た
事
故
な
ど
を

思
い
出
し
、
恐
怖
が
わ
く
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
思
い
出
し
た
話
を
語
り
継
ぐ

こ
と
で
交
流
が
生
ま
れ
、
現
場
で
の
声

掛
け
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
若
い
人
は
ゲ
ー
ム
な
ど
で
慣

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
経
験

が
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
怖
が
ら
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
は
「
あ
ま
り
林
業
や

林
業
機
械
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
Ｖ
Ｒ
は
自
分
が
作
業
を
や

っ
て
る
み
た
い
な
感
じ
で
楽
し
か
っ
た

で
す
」、
も
う
１
人
の
生
徒
も
「
結
構

迫
力
が
あ
っ
て
よ
い
体
験
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
や
っ
ぱ
り
２
人
と
も
そ
れ
ほ

ど
怖
が
っ
て
い
な
い
様
子
で
飄
々
と
感

想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
去

に
は
、
大
き
な
驚
き
の
声
を
上
げ
る
生

徒
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
ハ
ー
ベ
ス
タ
体
験

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、

林
業
機
械
の
操
作
を
リ
ア
ル
に
再
現
し

た
訓
練
用
の
シ
ス
テ
ム
で
、
プ
ロ
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
使
用
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
と
同
じ
も
の
を
用
い
て
、
安
全
か

つ
効
率
的
に
操
作
技
術
を
習
得
で
き
る

ツ
ー
ル
で
す
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
実

際
の
作
業
を
行
う
前
に
操
作
感
覚
を
掴

む
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
現
場
作
業
に

向
け
て
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

ＶＲハーベスタ体験（富山県林業カレッジ）
生徒はすぐに一連の操作をマスターした

実際のチェーンソーを使った丸太切りにも挑戦
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高校生等の林業就業体験等

も
の
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
操
作
レ
バ
ー
を
接
続
し
、

そ
の
操
作
レ
バ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
上
で
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
操
作
す
る

も
の
で
、
伐
倒
、
造
材
を
疑
似
体
験
し

ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
的
な
要
素
が
大
き

い
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
が
説
明
す
る

と
生
徒
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
、
す
ぐ

に
伐
倒
～
枝
払
い
～
玉
切
り
～
集
積
と

い
う
一
連
の
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
た
ち
も

後
で
や
っ
て
み
ま
し
た
が
、
普
段
、
ハ

ー
ベ
ス
タ
を
運
転
し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
生
徒
た
ち
の
よ
う
に
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る 

本
物
の
丸
太
切
り
体
験

　

Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
仮
想
体

験
を
行
っ
た
生
徒
は
、
伐
採
作
業
員
が

使
う
イ
ヤ
ー
マ
フ
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

空
調
服
、
チ
ャ
ッ
プ
ス
を
装
着
し
た
上

で
、
本
物
の
丸
太
を
玉
切
り
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
腰
が
引
け
て
し
ま
っ
て
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
様
子
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

怪
我
も
な
く
、
丸
太
を
切
る
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
輪
切
り
の
切
れ
具
合

を
見
比
べ
な
が
ら
、
積
ま
れ
た
丸
太
の

前
で
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
・
パ
ワ
ー 

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
体
験

　

今
年
初
め
て
の
試
み
で
生
徒
に
は
大

き
な
タ
イ
ヤ
を
ま
ず
は
何
も
着
け
ず
に

持
っ
て
も
ら
っ
た
後
、
ア
シ
ス
ト
ス
ー

ツ
を
装
着
し
て
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。生
徒
か
ら
は
、「
軽
っ
！
」

と
い
う
意
見
と
、「
あ
ん
ま
り
変
わ
ん

な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
ハ
ー
ネ
ス
を
装
着
し
て
も
ら
い
、

み
ん
な
で
生
徒
を
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り

上
げ
る
高
所
体
験
も
や
っ
て
み
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
に 

も
っ
と
携
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
」
の
高
校
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
森
林
・
林

業
関
係
の
仕
事
に
就
い
た
生
徒
は
、
残

念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
今
年
度
体
験
学
習
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
将
来
ど

の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
１
名

の
生
徒
が
林
業
会
社
や
森
林
組
合
等
の

職
員
（
現
業
・
事
務
）
と
い
う
回
答
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
、
偶
然
に
も
同
じ
高
校
の

卒
業
生
が
森
林
組
合
の
作
業
班
と
し
て

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
保
育
施

業
班
に
所
属
し
、
無
花
粉
ス
ギ
の
植
栽

～
下
刈
り
を
は
じ
め
、
除
伐
、
間
伐
な

ど
の
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
先
輩

方
は
人
柄
も
良
く
、
尊
敬
で
き
る
人
が

多
い
で
す
。
特
に
上
司
の
班
長
は
、
仕

事
の
段
取
り
を
テ
キ
パ
キ
と
さ
れ
、
仕

事
と
休
み
の
メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
、
毎

日
学
び
が
多
く
楽
し
い
で
す
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

高
校
生
の
１
日
体
験
学
習
を
通
じ
て

す
ぐ
に
林
業
へ
の
就
業
に
つ
な
が
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
周
囲
に
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

た
ま
た
ま
自
然
が
好
き
な
人
が
、森
林
・

林
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
機
会
は

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
も
っ
と
お

も
し
ろ
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
考
え
な

が
ら
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が
森
林
・

林
業
関
係
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
ま
と
め 

魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会 

会
長　

慶け
い

伊い

靖
浩

フルハーネス・パワーアシストスーツ体験
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